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攻撃と空白

私は、大好きだった訪問看護の所長さんをめちゃくちゃに、メールで攻撃してしまいました。ど

うしてそこまでしてしまったのか、私には最近までわからず、心の中は空虚でした。しかし、そ

のからっぽを自分で埋めようとしたとき、大きな哲学が出来上がりました。攻撃の意味と、心の

空白・・・これにはつながりがありました。



心

人の心は、空っぽの器です。これを、自力埋めている人と、他力で埋めている人がいます。所長

さんは、後者だったのです。

 
風船と同じです。他力で心を埋めている人は、人に攻撃されると、もう二度とその人を許すこと

ができません。泣いて謝ろうが、土下座をしようが。

 
この違いは何なのか。自力で埋めている人は、人を心から許せるのに。

 
それは、もともと心は空っぽだからなのです。ここに、自力の人は、たくさんの宝物を埋めてい

きます。宗教で埋める人もいますが、私は、周りの宝物で埋めることにしています。

 
しかし、他力の人は、風船です。人に膨らませてもらっているのです。だから、人に攻撃され

ると、風船はパチンと割れて、もうもとどおりにはならないのです。



所長さん

おそらく、「所長さん」は、偉い地位についていても、心は偉くもなんともありません。何故

なら、所長さんの心は、風船だから。自分が周りを統べている、辛い立場の患者さんを救ってい

る存在であるという、他力でしか生きてはいないのでしょう。本当に哀れな人です。はりぼてと

いうものは、周りの存在によってしか、成立しない心です。自分自身の心とは全く向き合ってい

ないのです。

 
もし、このかわいそうな人が自分の心と向き合っていれば、絶対に、人の攻撃に耐えられるはず

なのです。「はりぼて」の所長さんは、私の攻撃メールに倒されてしまったのです。



「心」

私も、長い間、自分の心の苦しみと戦ってきました。そうして、私が得たものは、本当に大きな

ものでした。いつもそばにいて支えてくれる人にやっと巡り会えたのです。

 
しかし、それは、私が自分の傷と心と長い間向き合えたからです。所長さんのような、「はり

ぼて」には、自分と向き合うことはできないでしょう。何故なら、風船は、膨らましてくれる人

がいないと大きくはならないし、ちょっとの攻撃で割れてしまいます。割れた風船こそ、もう元

通りにはならないのです。



何があったか。

ここまで所長さんを否定したので、何があったのか手短に書きます。

 
私は所長さんを、優しい人だと勘違いして、いつ悩みを相談していました。しかし、私が死ぬ思

いで真剣に相談したラインの返事は、「今日はお休みなので、あしからず。」でした。

 
これだけで私は所長さんの偽善を攻撃したのですが、後になって「言い過ぎました。どうか許し

て下さい。」と何回か送っても、所長さんにはラインをブロックされ、返事は返ってきませんで

した。

 
心に貼っていた、大切な大切なシールを引きはがされた気持ちになりました。ケータイの表と裏

には所長さんによく似た、羊のシールが貼られていて、私はそれを剥がして泣きました。

 
しかし、所長さんが風船だった、人に膨らましてもらうだけの風船であったとわかった今、私の

心は晴れ晴れです。

 
心は、自分で築かねばなりません。「人を助けている」ということで、自分の心をつくるのは、

偽善でしかないのです。

そういう偽善者は、決して人を許すということができないのです。

 
 



何を宝物にするか。

では、私達の心の中心の宝物は何か、それは、「道」なのです。自分の生き方というものなの

です。確かに、人は人に支えられ、人を助けて生きています。しかし、人そのものを支えにす

れば、所長さんと同じ、「はりぼての風船」にしかならないのです。

 
もし、宝物は何かと聞かれたら、自分の道であり、その道がたくさんの人を導くものであると思

わないといけませんね。どんなに偉い人でも、人を許せる人というものは、宝物があり、それが

人そのものではないからなのです。


